
公 民

１公民科の教育課程の編成

（１）基本的な考え方

公民科の３科目において、その科目編成と必履修科目については現行と同様であり、

「現代社会」又は「倫理」・「政治・経済」を、すべての生徒に履修させることとしてい

る。なお、「現代社会」の標準単位数は４単位から２単位に縮減された。

このような科目編成のもとで、公民科全体として、課題を設定し追究する学習を重視

し、各科目でそれぞれの特質に応じた諸課題を選択的に取り上げて考察し、社会的事象

に対する客観的で公正な見方や考え方を深めることができるようにするとともに、現代

社会の諸課題と人間としての在り方生き方について考える力を一層養うことができるよ

うに、各科目の内容榊成が工夫されている。

(2)配慮すべき事項

３科目の履修順序は決められていないことから、各科目の特質に留意し、適切な教育

課程の編成・実施に努めること。

ア多様な履修形態を検討し、各学校の創意を生かした教育課程の編成に努めること。

イ今回の改訂で改善された点や、一層重視された点を生かした教育課程の編成に努め

ること。

ウ中学校の社会科の学習の成果や、他の教科・科目、総合的な学習の時間、特別活動

などとの関連を図ること。

（３）特色ある教育課程の編成

今回の改訂の趣旨を踏まえ、生徒の興味・関心、進路希望等に応じ、より深く高度に

学んだり、より幅広く学んだりする仕組みを整え、それぞれの能力を十分伸ばすことの

できる、特色ある教育課程の編成が求められている。

そのために、公民科の３科目における多様な履修形態を検討し、選択の幅を広げたり、

学校設定教科・科目の履修や学校間連携、学校外の学修などの教育活動との関連を図る

など、弾力的で、特色ある教育課程の編成を検討することが大切である。

例えば、公民科に関連する学校設定教科･科目としては、平成13年４月現在、教科｢公

民」における学校設定科目「時事問題研究｣、学校設定教科「産業社会」における当該教

科に関する科目「産業社会と人間｣、同じく「国際理解」における「国際教養｣、「国際ボ

ランティア基礎｣、同じく「総合」における「課題研究」などがある。

その際、今回の改訂における各科目の改善点や重視されている点を十分考慮し、他の

教育活動との関連を図ることが必要である。

２指導計画と内容の取扱い

（１）指導計画作成上の留意点

ア現代社会

（７）「(1)現代に生きる私たちの課題」は「現代社会」の導入として位置付けられ、
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現代の社会と自己とのかかわりに着目して､課題追究させるように構成されている。

（ｲ）「(2)現代の社会と人間としての在り方生き方｣には４つの中項目が置かれており、

それぞれ社会､政治､経済、国際関係を切り口として、生徒自身が様々な立場に立っ

て、現代の社会を多様な角度から理解し、社会の形成者として在り方生き方を考え

ることができるように構成されている。

イ倫理

、「(1)青年期の課題と人間としての在り方生き方」は、先哲の思想などを観点を明

確にして取り上げ、自己とのかかわりを意識した学習を展開する、導入的性格を持

たせている。

（ｲ）「(2)現代と倫理｣は、現代の倫理的課題を大局的にとらえ、現代に生きる人間と

して何が当面する基本的課題であるかを考え、課題を主体的に選択し、追究させる

ように構成されている。

ウ政治・経済

、大項目「(1)現代の政治」及び「(2)現代の経済」が、「(3)現代社会の諸課題」で

課題追究するための基礎となる政治や経済の基本的な概念や理論を探究的に学習す

る項目として構成されている。

（ｲ）大項目(3)は「政治・経済」のまとめとして位置付けられて、「ア現代日本の政治

や経済の諸課題」「イ国際社会の政治や経済の諸課題」の２つの中項目で、それぞ

れいくつかの課題を選択するように構成されている。

(2)内容の取扱い

ア現代社会

（７）大項目(1)においては、科目の導入としての位置付けに留意し、学習の動機付け

や学び方の習得に重点を置いた工夫を行い、「地球環境問題｣など５つのテーマのう

ち２つ程度選択して課題追究させる。

（ｲ）大項目(2)においては、４つの中項目のねらいを踏まえ、「問題の本質は何か」「何

をすべきか」「何ができるか｣を追究し、現代社会についての理解とともに、人間と

しての在り方生き方を考えさせる。

イ倫理

㈹大項目(1)、(2)を通して、学習内容を自己とのかかわりの中でとらえ、自らの人格

形成への実践意欲を高め、豊かな自己形成について考えさせる。

（ｲ）大項目(2)においては、一つ一つの学習内容が、生きる主体としての生徒の具体的

な自己の課題と結びつくよう、課題追究を通して、主体的な自覚を深めさせる。

ウ政治・経済

、大項目(1)、(2)で、政治的事象や経済事象をとらえるための基本的な概念や理論に

ついて学ばせるとともに民主政治の本質や国際経済、現代経済の特質などの探究を

通して、政治や経済についての見方や考え方を身に付けさせる。

（ｲ）大項目(3)で、選択したそれぞれの課題の本質や問題点をとらえさせ、その課題に

関する代表的な考え方や対照的な考え方を対比させながら、望ましい解決の在り方

について考察させる。
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３指導計画の作成

科目「現代社会」の指導計画（例）

Ｉ
「
■

予
定
時
数
Ｉ
 

(配当時、６５時IIll＋定期考査５時間＝70時illD

－２５－ 

学期 )Ｉ 迎数 １１１元（項目） 拓柳ＪｉＭＨ 指導のねらい 予定時数 翻意Ⅲ（、

２ 

３ 

４５６７ 

８ 

９ 

10 

１１ 

1２ 

１２３ 

３３４２ 

２４４４３ 
２２２ 

(1)現代に生きる座
たちの課題

(2)現代の社会と人

間としての在り方
生き方

ア裂代の杜今唯活
と青年

イ現代の経済社会
と隆済活動の在り
方

ウ現代の民主政治
の倫理

二国際社会の動向

と日本の来たすべ
匙役割

＜まとめ＞

｢現代社会」の学習
を煙りj垣って

｢現代祉会」のガイダンス
釦皿追究のモデリング
〔課皿研究ｌ〕

生徒各Ijの際四股竃
魂Bmu究学NUI
理皿in死の発表
教師による鴎評

〔凪皿研究11〕
生従各血の碑皿殴定
課Huiq死学凋
型皿追究の発淡
牧師による四坪

.◎時Ⅲ般定のモテル
ガイダンス

モテリング

iHUL四股定
瓜廻、兜学習
発表

故nlIjI二よる錘将… 間Ⅲ間間側聞時時時時時時１３１３４１ 
○４つの810ｍ【】よＩ)Ifi皮ざｵＬ

る．

．】9L代の社会唯漉については

大衆化、少子高齢化、高度
伽fu化、Ｉ､瞭化などから２
つ棚庇迩択

・社会生iViの変化
・生iIEに｣｣ける間｣lWlの念鍵
とロ己形成

・1ｺ己火､Lと噸裟生活、＋f会
参加

・技術革新と醗窒栂迩の変化

企乗の働き
・公的部IuOlの位狐とiIl税
・金畦圃IMUの圏色

・皿Ｈ１と労働H1'四

・ＺＷｆの防止と頃塊誕廻
・側人と企鋲の蛭済活動にお
ける社会的責任

稚本的人梱の保障と文法の
配

[Ⅲ興主Ilnと駁会6Ⅲ民主主義
平椚1='二鍵と狐がbElの安全
11t錨形成と政治参加の意義
民主政ifilニおける個人と回
家
生命の邸Ⅲ
I2Illl・柚利と向任・３Ｋ醒『
人IMIの尊皿と平乎
法と規範

民子'二社会の伯理

・11t界の主な1ｺの政治や経済

のmblbJ

・人伽、110家主樋、甑土の関
するI劇厭法の近親
・人拙・皿族ⅡU四

・核兵鴎と収縮HUmZ
・我が岡の安全保障と防禰
・安本二'二狐朧済と社会土製蜂
済の変存
・貿易の拡大と維済摩擦
.iW北U''四

．届I脈W1jや111厭協ｿ｣の必興
性及び、廠組鋤の役刮
。【刈厭社会における日本の采
たすべ心役lFI及び'1本人の
生き方

・１年､11の学淘の成采を唯埜奎

一人一人がレポートにし発

変

･現代社会の避本的なH1】四'二対する判四
力を鴫うとともに、人剛としての在り
方生き方について、向ら与える力を強
〕｡

・自ら課皿を設定しｉｎ宛する学習を遡
上、学び方の蘭1\を閲ろ。
･各種資料の使川､社会因盗、コンビュー
夕の利用などを通じて、社会班承を多
面的・多角的に考察することによ'〕、
客観的で公正なものの処方や考え方を
適切に表現する施力を鍵う゜
･レポートのまとめ方、プレゼンテー
ションのエ夫、肘趙の方法卒について
適切に行う能力を義う。

○現代社会について多観な町皮から理
解させるとともに．１１己とのかかわ
りに鏑回して鞭えさせる。

･現代社会の特質と社会の窒化につい
て理解させ、汀年期の意鍵と白已形
成について弓える能力を錠う゛
･自己変乳と職藁生摘、杜会参加等に
触れを力『ら、現代社会における狩年
の生き方について、虻をi9Rめざせ

る。

･生漣をj、して学び続けることが人ⅡⅢ
生活を里かにし、よ0)よく生きるこ
とにつながること、１１１己に対する理

解を深めさせ、変化する祉会の中で
いかに自己実現を因るかを考えさせ、
よ')よく生きることをｉｎ死させる。

・現代の艇iFi社会の持倣を理解させ、
それらの理ｌＷの｣二Iニ立って、軽済主
体として倒人や企藁の社会的寅任に

ついて考える能力を筵う。

･民主政治の躯木皿pHに雄づき、日本
回顧法の韮本映ﾛﾘと政摘1,椀、民主
政治における11t歯形成と政治参加の
愈鍵についての｣Bu解を図ろ。
･民主政治のⅡＩ艇となる(H1人の在り方
について考察し、生｡bの邸、、自由.
袖利と寅任・』H脇５，人IlUの尊皿と平
等、法と規範などについて取り上げ
ることにより、民主社会に主体的に
生きる人110の在り)力生き方について

考えきせる。

･世界の主なIFIの政論や雅済の､b向を

擬餌し、岡原乎扣やI則師哩済に関す
る諾IlU皿についての】靱解を図ろ。

･国厭平和や国師巴力を維辿する上で
国厭組０国の果たす役制が大きいこと
について哩画させる。

･国瞭社会における11本の役割及び日
本人の生き方について考える能力を
整う。

・１年1ｍの準葡でずｸﾞﾋﾟん疋二とや興味。

､U心が深まったことを主体的に考察
するとともに、倫即・社会・文化・
政治・経済など抑々な観点から]9L代

の社会をとらえ、公正にfﾘ断する翅
艇を養う。

2２ 

６ 

９ 

1２ 

1２ 

４ 

｡Ｉ現代社会」の弊人であることに岡迫
し、高度な内容に深入りすることは遇
け、学習の勘槻付けや学び方の習得に

ｎ点を画いた工夫を行うこと。
・現代社会の蹄１，囮'二ついてI土j也球国｣M１
問田．資灘・エネルギー''''四、科学仙
術の発達と生命のIUllg．【】席生活と茅
敬や芸術とのかかわり、園かな生活と
編針朴会などの浬皿から、己とのか力！

わりに酒目して２つ榔度週択する二
と。

・小学校や111学校での学問Wiみ１１tねの上

に行われる学習であることを踏まえ、

敬師がモデリングをしたり、課凪研ﾂＹ
の例を見せるなど工夫をすること。
･課岨逮択にあたっては、学校適択、学
級遜択、グループ週択WIS学枚【の突辿に
合わせて工夫を行うこと。

・発表については、ｉｎ宛の過樫や`思考過
程を茜理的に変Iﾘlできるよう工夫をす
ること。

･発表やレポート・峨皆⑪など一つのま
とまったものに仕上げ、生徒に成戟感
をもたせる工夫をすること．

○４つのDID項ｕで、生徒１１身が多抑な
立濁に立って、社会の形成活として

在I)方生き方を考え弓せる工夫をす
ろ二と。

･現代の社会生活についてI土、例示ざ

れている４項I=lから生徒の災皿騨'二
応じて、２つ樺度選択して．主体的

な学習ができるよう工夫を行う二
と。

･生涯にわたる学粁の皿狐についても
考えさせること。

･転業生活、社会参加などについては
男女が平等な榴成風であることに翻
意すること。

･現代社会における宵年の生き方につ
いてIよ［1本の2k活文化や陵晄とのか

かわ｢)についても轍えさせること。

･経済iniにおけるIJfliEl的な相互依存関

係がよ『)一IHI緊密化している状況に
注目きせ、経済活助力r6il々な要因に
よって成り)立っていることに気付か

せる工夫を行うこと．
･生徒が生巌ff､iWBWi･納税希､生
活希などとして雅済社会かかわって

いることを卵解きせるため．身近で
具体的な平例を取り上げるなど工夫
すること．

･地方向拾にも触れながら政治と咋謡

との関連について辿謹を深めさせる
など、身近な生旙にかかわるJIT例を
通して卵ｊＷを深めさせること。

･現突の典体的なJIf例を取り上げて寺
えさせるなど、１k雌の典辿に合わせ
た工夫を行うこと。
･民主社会における倫理については、
個人と個人、個人と杜会との関係に
着目して考えさせること。

・中学校社会科公IC分,fでI」国際廷済
と１１１驍政ｉｈの部分の学宙が厳選され

ていることに伍返すらこと。
･釧度や撤OflにIlUすら掴かな取柄の学
召にならないことに価なし、呉体的

な事例を取り上げながら、国際社会
の動向や論ⅡⅡ皿について】理解きせる

エ夫を行うこと｡
・これからのl測醗社会における日本の
政治的、艦涜的、杜全的な責務と役
削について、IFIlmWLNlを推巡し、人
瓢の佃祉の向上を『1桁すという観点

から、ｎ分たち一人一人の諏廻をし
て主体的にザえきせるよう工夫をす
ること。

・現代の社会の蹄恥故を多血的・多角

的に埒寮することをj、して、考察し
た遇鯉や紬采について適切に表現し
発表する能力と皿肛を打てるよう工

天する二と．
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科目「倫理」の指導計画（例）

’
’
 

千
定
時
数
１
 

(配当時IlU65時川十定期考益５時11M＝70時1Ⅲ）

－２６－ 

学期 月 迎数 jIt元（奴目） ｉｉｉ郡噸Ｅｌ 折柳のねらい 予定時数 而意JIS、

１ ４５６７ ３３４２ 
(1)符年期の課皿と

人１Ｍとしての在り

方生き方

ア青年jUIの既四と
自己形成

イ人IlUとしての目

党

．':lらの体政や悩みを煙

D返ろう

･符年期の意義と採四
.HH1かなlﾖ己形成に向け
て

･自己の生き方について

考える

・人生における哲学、宗

牧、襲術の持つ意義
･人IIUの存在や価luU二か
かわる照皿

･生徒が抱えるNWUmとのかかわり'二おい

て､･青年期の意製に気付かせる。
･適切な手がかりを活爪して、それらの

課題の解決を因り．主体的に生達てい
くための人生観・世界観ないし価仙Ｔｕ

の悲艶を培うことができるようにす

る。

・自らの生き方や行動を退択Ltju6Zして

いくことのできる伍仙辺を形成するこ

との意義と、これに力､かわる生きる主

体としての圃己の際皿を自覚させる。

・哲学や宗IHFや芸術が何をllUい、どのよ

うな答えを凡いＩＩＬてきたかを．生徒

自身の限廻とⅢね合わせて考えさせ、
これらを手がかりにして思索を深ぬき

せる。

･生徒の生き方にかかわるiHUmを、人Ⅲ】

の存在と価仙の両側面から瀞えきせ

る。

８ 

1５ 

･他の牧科・科Iﾖlや将別活動（特にホー

ムルーム活動）とのI則迎にEBI､して、
生徒の実､''二m､した折沸をエ天する。
・自らの体験や悩みを率血に既ろなど、

自己を淡雛『ることができるように折
導する。
･各杣の続計や琿園岡在の結則Lや、対話

や肘観､f乍文やBRI寵などを取り上Ｉｆて、

折導することもi巳H1する。

･先哲の思想、護衛掌とその作品を、生
徒の凪鍛の平がかり'二なるよう'二、観

点を明破にして取り上げることが、犬

切である。

２ 

３ 

８９汕皿蛇
１ 

２３ 

２４４４３ 
２２２ 

ウ国際社会に生き

ろ日本人としての

自覚

(2)ＪＭＣと慣』浬

ア刃1代の特質と倫

理的開LHEI

イ現代に生きる人

､lの伯理

ウ現代の賭録皿と

憧理

。Ｈ本人'二兄られる人IlU

観、自然観、宗敬醜な

どの特質

･狐かlZIのl乱土や伝筬
･外来思想の受容

．Ｅl藤*l会に生きる主体
性のある日本人として

の在り方生き方

･現代の倫理的2N且Ｉ
･今ロに生きる人IlUの課
皿

･人Ⅲへの尊厳と生命へ

のB1敗

・自然や科学技術と人川

とのかかわり

｡民冒l;*f会における人1111

の在り方

･社会参加と辮仕
。ｐ己災乳と幸柧
･他端と共に生きる自己

の生き方'二かかわる狸

皿

･値理ＩＭＩ庇皿の追究

Ａ：生命又I土碩境のい

ずれか

Ｂ：家族・地牧社会又
は愉報社会のいず
れか

Ｃ：世界の線々な文化の
理解又I土人lUiの福
杜のし､ずれか

･日本人が人1111をどのようにとらえ、目

然や宗牧とのかかわりをどのように考
えていたかを、１２１己とのかかわり'二お

いて理j秤きせる．

･日本人の心１１１や６のの見方・考え方と
風+弓との深いかかわりをとらえさせ

る。

･自己形成の理皿として、日本人に児ら

れるもののjL方･考え方の特質を知り、

国際社会に生きる主体性のある日本人
としての在り方生き方について思衆を
深めさせる．

･人IIUとしての在り方生き方に肛抜かか

わり深い伯理IKJ際皿につし､て取り上

げ、今日の狐々がどのような孤皿'二泣

面しているかを全体として鷹IBUさせ、

イ､ウで他理的睨阻'二ついてju宛する

ための11N題意副を持たせる。

ＦＦ罰了祠三F百買弓E~XT而云雨界局胃手弓冒冒冨而扇了夛司･現代に生きる人1mが､[面する諸鰹四を

憧理的な拠点からとらえさせ、他者と

共'二生きるロ己の生き方にかかわる課

皿として主体的に皿鍬を深めぎせる。
･先哲左思想を平がかりにしたり、科学

的を見方や轍え方について思鍛を深め
たり、価仙飢の趣、と社会の成り立ち
について鞭えきせたIハＩ:I山、ＩB6判、

義務、責任、社会参加などについて堀

広い観点から検吋を深めたり、自己実
現と杜全止溌の､n点から思織させたり

しながら、他理的な見方や考え方を身
に付けさせ、考えを深めさせる。

･それぞれの課皿近究においてI土、諸耶

蚊の関係付けや分析・総合などの思考
活動を促し、醜皿'二つし､ての理j;Fの深

化を因ることによって、自ら学び、Ｅｌ

ら考え、判断する力を身に付けきせ、
耶象を多町的､縫合的にとらえさせる。
･ねらいをlﾘl砿にして眠皿の遇択を行

も

う｡

(例示）
・八群の郷皿は学校迦択として、伯

理を学習する４１:推今IUが行う。
.Ｂ群は生徒個々力『眼皿を見つけ、

課翅、究学調を行う。
.Ｃ群I土、学1文の特色に応じ、例え
ば海外の姉妹校があれば、世界の文

化製j;\を週祝したり．ボランティア
旙助を突凹している2割文では人顛の

柵社を選択するなどして、自己との
かかわりを拠点として、生徒個々に

課題ｉｎ究学詞を行う。

1０ 

６ 

丙

1２ 

門

Ⅲ 

・ロ本の胆し想史や文化史について知識と

して学ばせるのでl±な《、古米の日本

人の考え方や代変的な日本の先哲の思
想を手がかりとして、自己の鳳四とし

て学習させるよう、田1mする。
･揃導上亜9饗があれば、例えIｴ芸術・美
についての考え方などを適宜取り上げ

ることも考えられる。

･IEI狭でBﾄﾞ他IKJ左向lZI賛英に陥ることの
ないよう'二I己MIする。

｡{合理的眼皿は、ｌ科学技術のii2mL」ｌ商

皮Wi報化｣｢少千両的化｣「、際化｣「家
族･他jhh社会の在り方の変化」「安顧の
環境IⅢ皿」などにかかわる現代の論課
題から取り上げるが、j迩究に深入ワし

たり、これらの煕皿を客観的にとらえ
て細かな耶双に深入りしたりすること

のないように岡迂する。

･鴎皿を樋観する際に'よ.躍皿の光と影、

IlU四点と解決fitというように、多嫌な

角度から概観するよう厨意する．

Ju方や羽え方を身に付Iﾅさせることに
価意する。

.この刺Elの1A1審については、止控全貝

に半ば池F、学冊内容力⑪1tに一定の見方

やjWえ方を学びとることで終わること

のないよう、生徒111身の生きる課題と
して学ばせることI二1W意する。

「字ＸＴ可玩弔字両一r肩7戻了~I了而了云丙司扇云司｡ＡにおI,､てI±、「自然と人I、とのかかわ

り」を机点として、ＢにおＩ､てIま、「社
会生活と自己とのかかわり」を視点と
Ｌて、Ｃにおいては､「IXl際礼今と自己
とのかかわり」を視点として、退択し
て学1ｺfせる。

･週択の在り方は、２判ﾖﾋﾞや学級｣１t位．生

徒個々の遮択など、多榔な方法を検討
し、学校や生維の災皿'二応じて工夫す
ることか大切である。

･伯理の学制全体を通Ｌて、ｆ樗瞳的．体
験的学習や、拠圏覚牧材やコンピュー

タの活用、ＥＲＩ症研究、発司&【学習など、

可能な限り多繊な学習方法を取り入
れ.学習効果を商ぬることに訂江する。
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科目「政治・経済」の指導計画（例）

(配当時ｌｌＵ６５時間十定期考査５時'111＝70時110）

－２７－ 

学期 月 週数 単元（坑目） 指導劇目 括導のねらい 予定時数 留意事項

２ 

３ 

４５６７ 
８ 

９ 

１０ 

１】

1２ 

１ 

２３ 

３３４２ 
２４４４３ 

２２２ 

（１）現代の政治

ア民主政治の基本
原理と日本国憲法

イ現代の国際政治

(2)現代の経済
ア縫済社会の変容
と現代経済の仕組
み

イロ民縫済と国關
経済

(3)現代社会の諸課
題

ア現代日本の政治
や縫済の諸H1】題

イ国際社会の政拾
や経済の諸課題

･ガイダンス

･政治と法の機能

･人樅保障と法の支配
･権利と義務の関係
･議会制民主主義
･誼ましい政治と在り方
及び主権者としての参
政の在I)方

・国際政治の動向
・入梅、国家主椛、領土
などに関する国際法の
意義
・国際連合をはじめとす

る国際機栂の役割・狐
がEIの防衛を含む安全
保障の問題
・国際平和と人類の福祉

に寄与するＨ本の役割

・資本主義経済及び社会
：i;義蜂済の変容
･国民経済における家
計、企業、政府の役割
･市場経済の機能と限界
･物価の動き
･経済成佳と餓気変動
･財政の仕組みと働き及
び租税の意義と役制
・溢金の循畷と金融機関
の働き

･現代経済の在り方と禍
祉のI可上

･貿易の意鍵と国際収支
為替相場の仕組み
･国際協調の必要性や国
際継済機関の役割
･国際経済における日本
の役割

･大きな政府と小さな政
府

･少子高II6化社会と社会
保障
･住民生活と地方ロ拾
・情報化の進展と市民生
活

･労使関係と労働市鳴
･産業櫛造の変化とIIL小
企業
･消費者１１１１題とiw費者保
漣

･公審防止と環境保全
･農業と食料H1l翅

.』U｣球国境問題
･核兵器と軍縮
･国際経済格差の避正と
国際協力
･維済醗擦と外交
･人極・民族ＩＤ題
･国際社会におけるロ本
の立場と役割

.ｐ本国意法の基本的性絡や政治槻構を
取り上げながら民主政治の基本原１１ﾘに
ついて理解させ、政治についての基本
的を見方や考え方を身に付けさせる。
･現代の民主政治の在り方と国民参政の
意義について広い視野から考察させ、
主怖者としての参政の在り方について
考えきせる。

･現代の国際政治にかかわる韮本的な概
念や理趙について学習させ、基本的な
見方や考え方を身に付けさせる。
･現代の国際政治の特質や国際紛争の諾
要因について探究させ、国際社会にお
ける日本の役割については広い視野か
ら考察させる。

･経沃と'五I民生活のかかわりを取り上
げ、経済の基本的な概念や経済理論に
ついて学評させ、経済的な見方や考え
方の基本を身に付けさせる。
･現代経済の特質について探究させると
ともに、経iii活動の在り方と福祉の向
上との関連を考察させ、良識ある公民
としての必要な能力と態度を育てる。

･国際経済にIlIjする基本的な慨念と理論
を理解させ、国際縫済にについての華
本的な見方や考え方を身に付けさせ
る。

･近年の国瞭経済の特i1rについて探究ざ
せ、国際経済の安定と成長に果たすべ
き日本の役割について考察させ、良識
ある公民としての必要な能力と態度を
育てる。

･現代日本の政始や経済の諸問題につい
て、政治と姪済との関連に岡窓しなが
ら多面的・多角的に追究させ、望まし
い解決の在I)方について主体的に考察
させ、公正な判断力を養い、良識ある

公民として必要な能力と態度を養う。

･国際社会の政治や桂済の諸問題につい
て、政論と陛済とのIlll迎に翻意しなが
ら多面的・多角的に追究きせ劃ましい
解決の在り方について主体的に考察さ
せ、公正な判断力を養い、良識ある公
民として必要な能力とnLI度を養う。

1７ 

10 

1３ 

７ 

１０ 

８ 

･主椎者である国民の政治的な意思決定
や政治行動の現代的な特質を取り上げ
ることによって､政治への関心を高め、
主権者としての主体的な参政の在り方
へと考察が深まるように工夫すること
が大切である。

･政治的な事鎖をとらえる一つの理蓋を
絶対的なものとして取り扱うことのな
いように留意し、客観的な事実に照ら
して理篭を吟味していく姿勢を育てる
ことが必妥である。

.(1)アで学習した成果については十分生

かすことが必妥である。
・国際政治には、国内政治とは異なる特
質があることにfW意する。
.Ｈ本の役割や国際社会の在り方につい
て考えようとする意欲を高めるよう工
夫する

・１１０学校社会科公民的分野における経済

学習が、身近な現実から経済をとらえ
てゆくむミクロ縫済の視点から榊成さ

れている二とを踏まえて、国民経済全
体の枇野から経済をとらえる視点を耐
祝するなどマクロ継済を中心に扱うよ
うにする。

･貿捌や国際金融の地球的な広がりに見
られるように、いまや－国だけでは鮭
済活動が成り立たない現実を踏まえ、
（２）イにおける学習内容との関連に
冊意することが大切である。

･中学校社会公民的分野から、国際経済
に関する辨項が厳選された点に配血
し、韮本的内容をより重視した指導が
求められる。
･身近で具体的な事例を取り上げること
によって、国際経済についての見方や
考え方の華本となる概念や理詰の理解
を深めさせるよう工夫する必要があ
る。

。この項目が「政拾・経済」のまとめと
しての性格をもつものであることに留
意し、現実社会の諸課題について政治
と経済とを関迎きせながら広い視野か
ら追究させることが大切である。
･大項目（１）、（２）の学謝で身に付け
た見方や考え方を現実社会の諸ＩⅡ題に
当てはめ、事実と付き合わせながら見
方や考え方を吟味し、さらに深化・発

展させることができるよう、生徒の主
体的な課廻選択と課題の追究を促す二
とが必要である。
･諸課題を網離的に取り扱うことは遇

け、地域や学校、生徒の実態等に応じ
て、それぞれ選択して追究させるとと
もに、事実に基づいて多様な角度から
考察し、理醤と現実の相互関迎を理解
させることか肝要である。

.－つの理茜の上に立って単に現実を批
判するだけに終わったI)、現実を肯定
するだけに軒わったりすることのない
ように翻意し、現実に韮づく理識を批
判的に吟味していく姿勢をもつことが
大切である。

･個々に結趙を郡かせ結講を得た過樫と
結拾そのものを適切に表現する能力と
態度を育てることに翻意する。
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４質疑応答

問１公民科と総合的な学習の時間の関連において、どのようなことに留意すればよ

いか。

総合的な学習の時間と公民科各科目のねらいや学習方法などの関連性に着目して、教

育課程に位置付け、学習指導計画を立てることが大切である。以下に公民科と総合的な

学習の時間に共通する題材として例示されている「環境」について例を示す。

＜現代社会＞

「水」を－つのテーマとして、環境問題についての課題追究学習をすすめる場合、

まず「水」と自分たちの生活とのかかわりを主体的に考察することが大切である。そ

の中で、経済活動を中心とした、私たちの様々な活動が「水」環境への負荷を増大さ

せ、水質汚染や酸性雨などの諸問題を起こし、その結果、様々な地球環境への、そし

て私たちの生活への影響が出ることに着目させる。その際、現在の世代のみならず将

来の世代のため「何をすべきか」「何ができるか」という視点から、各自が課題を見付

け、課題解決を目指す主体的な課題追究学習を行うことが大切である。

＜倫理＞

「水」を－つのテーマとして、環境問題についての課題追究学習をすすめる場合、

まず「水」と「生命」の関係や日本人の自然観について考察したりすることが、倫理

的な見方考え方を身に付けさせる上で重要である。その上で、「水｣を取り巻く現代の

問題などから、諸事象の関係づけや分析・総合などの思考活動を促し、問題解決の方

向について考えさせる。その際、「自然と人間とのかかわり」という視点から各自が課

題を見付け、課題解決を目指す主体的な課題追究学習を行うことが大切である。

＜政治・経済＞

「水」を一つのテーマとして、環境問題についての課題追究学習をすすめる場合、

まず、「水｣と環境問題のかかわりについて理解させる。さらに、企業や国、地方公共

団体などの積極的な取組などによって、一定の成果があがっているものの、現在も化

学物質による汚染や人体への影響が懸念される等の状況を理解させる｡その上で､｢水」

を取り巻く現代の諸問題について具体的な事例を調べさせ、その解決方法を考察させ

る。その際､「国民の健康で文化的な生活の確保｣という視点から各自が課題を見付け、

課題解決を目指す主体的な課題追究学習を行うことが大切である。

いずれの科目においても、以上のような取組は、新しい学習指導要領の柱の一つであ

る「自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育て

る」ことに寄与できる活動となることに留意する必要がある。また、このことは、総合

的な学習の時間のねらいと深い関係をもっており、公民科との有機的な連関を図ること

ができ、効果的であることから、相互補完的な内容として取り組むことについて、検討

していくことが重要である。

－２８－ 
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